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本論文は全 6 章で構成している。まず、第 1 章の序章で本研究の背景と動機について述べ、第 2 章では、移動体計
算環境におけるシステム基盤として AMDS (Active Mobile Database System) を提案している. AMDS では、移動
をイベントとし、データベース操作やイベント転送をアクションとして記述する ECA (Event, Condition, Action) 
/レールを適用している。 AMDS の実装では、異機種計算機への移植性を考慮している。実験を通して、 AMDS がシ
ステム基盤として有効であることを確認している。
第 3 章では、位置依存情報サービスの実現のために、 MobiView を提案している。移動体計算環境アプリケーショ
ンでは計算機の現在位置に依存したデータベース問合せが課題であることを述べている。 MobiView では、この間合
せを MVDL (MobiView 記述言語)によって記述する記法を導入し、 MVDL コンパイラとして処理系を実装してい
る。また、 MobiView をイベント駆動型アーキテクチャによって実装し、移動実験により、ビュー更新をリアルタイ
ムに実行できることを確認している。





















(3) 移動体計算環境における ECA ルールの停止性判定のための計算量が膨大になる点を検討し、判定のための解析
手法を確立している。同時に、アプリケーション開発支援システムを開発し、 ECAルールを実行前にシミュレー
ションによって確認する手法が有効なことを確認している。
以上のように、本論文は移動体計算環境においてイベント駆動型データベースシステムアーキテクチャの概念を導
入し、位置依存情報サービスのためのシステム基盤を確立した。また、移動体計算環境における実験を通して、実シ
ステムとしての有用性の検証も行なっている。さらに、他の移動体計算環境分野の研究にも有用な研究成果をあげて
おり、情報システム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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